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第
１４
回
日
韓
漁
港
漁
場
技

術
交
流
会
議
が
６
月
１５
日
に

韓
国
・
釜
山
市
の
Ｂ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
（
釜
山
国
際
展
示
場
）
で

特
殊
法
人
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
の
主
催
に
よ
り
「
漁
港
漁

場
の
整
備
に
よ
る
水
産
資
源

の
管
理
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
さ
れ
、
日
韓
の
漁
港
漁

場
関
係
者
な
ど
７３
名
が
参
加

し
た
。
日
本
か
ら
田
中
潤
兒
�
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
を
団

長
に
水
産
庁
、
漁
港
漁
場
関

係
団
体
等
か
ら
７
名
が
参

加
。
韓
国
側
は
、
沈
好
鎮
韓

國
漁
村
漁
港
協
會
會
長
、
呉

炳
錫
農
林
水
産
食
品
部
水
産

開
発
課
長
を
は
じ
め
、
６６
名

の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

こ
の
交
流
会
議
は
、
平
成

９
年
に
第
１
回
を
東
京
で
開

催
し
て
以
来
、
毎
年
日
韓
両

国
で
相
互
に
開
催
、
漁
港
漁

場
漁
村
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

維
持
管
理
及
び

関
連
技
術
等
に

関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
発
表

し
、
意
見
交
換

し
て
い
る
。
会

議
の

テ

ー

マ

は
、
そ
の
時
々

の
両
国
の
漁
港

漁
場
漁
村
を
取

り
巻
く
状
況
を

反
映
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
両

国
の
漁
港
漁
場

漁
村
の
現
状
と

問
題
点
を
踏
ま
え
、
減
少
傾

向
に
あ
る
水
産
資
源
の
回
復

を
漁
場
の
整
備
に
よ
っ
て
進

め
よ
う
と
す
る
共
通
認
識
に

基
づ
き
「
漁
港
漁
場
の
整
備

に
よ
る
水
産
資
源
の
管
理
」

が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
沈
好
鎮

會
長
が
出
席
者
へ
の
謝
辞
と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
「
本

日
開
催
さ
れ
る
韓
日
漁
港
漁

場
技
術
交
流
会
議
は
、
両
国

の
協
会
が
韓
国
と
日
本
を
行

き
交
い
な
が
ら
１４
年
間
に
亘

っ
て
水
産
基
盤
産
業
の
総
合

的
な
発
展
と
情
報
の
交
流
、

そ
し
て
関
係
者
た
ち
の
友
情

を
深
め
て
き
た
意
味
の
深
い

会
議
で
あ
る
。

大
韓
民
国
と
日
本
は
世
界

的
な
水
産
富
国
で
あ
り
、
同

じ
海
を
共
有
し
な
が
ら
両
国

の
国
民
に
良
質
の
水
産
物
を

安
定
的
に
提
供
し
、
美
し
い

沿
岸
の
保
全
に
力
を
尽
く
す

一
方
、
２１
世
紀
の
気
候
変
化

に
体
系
的
に
対
応
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
国
の
緑
成
長

の
軸
と
な
る
水
産
業
を
支
持

す
る
漁
業
基
盤
施
設
の
健
全

な
発
展
の
た
め
に
今
後
と
も

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
て

両
国
間
の
技
術
交
流
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
を
祈
る
。

今
回
の
会
議
テ
ー
マ
は

「
漁
港
漁
場
の
整
備
に
よ
る

水
産
資
源
の
管
理
」で
あ
り
、

漁
港
と
漁
場
の
効
率
的
な
整

備
で
水
産
資
源
の
増
大
に
つ

な
が
る
多
様
な
方
案
が
講
究

さ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う

な
努
力
が
究
極
的
に
両
国
の

水
産
業
の
競
争
力
を
強
化
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。
」
と
開
会
の
辞
を
述
べ

た
。続
い
て
、
日
本
側
を
代
表

し
て
田
中
潤
兒
会
長
が
「
日

本
と
韓
国
の
漁
港
協
会
は
、

１
９
８
８
年
の
漁
港
大
会
か

ら
交
流
が
始
ま
り
、
以
来
密

接
な
関
係
、
友
情
で
結
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係

の
中
か
ら
こ
の
技
術
交
流
会

議
が
設
け
ら
れ
、
今
年
で
も

う
１４
回
目
に
な
る
。
爾
来
、

論
文
発
表
や
現
地
調
査
を
通

じ
て
有
益
か
つ
重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
、
ま
た
両
協

会
の
関
係
が
益
々
強
ま
っ
て

い
る
。
両
国
は
、
世
界
有
数
の
漁

業
国
で
あ
り
、
水
産
業
、
漁

村
は
消
費
者
に
安
全
・
安
心

で
良
質
な
水
産
物
を
安
定
的

に
提
供
し
、
沿
岸
域
の
環
境

を
保
全
す
る
な
ど
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し

か
し
、
両
国
の
水
産
業
、
漁

村
は
漁
場
環
境
や
資
源
状
況

の
悪
化
に
よ
る
漁
業
生
産
の

減
少
、
漁
業
者
の
減
少
、
高

齢
化
な
ど
深
刻
な
問
題
を
抱

え
、
漁
村
地
域
の
活
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破

し
、
漁
村
を
維
持
し
更
に
は

発
展
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な

方
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

が
、
特
に
基
盤
で
あ
る
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
は
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も

両
国
間
で
技
術
交
流
を
深
め

る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。今
回
の
テ
ー
マ
を
「
漁
港

漁
場
の
整
備
に
よ
る
水
産
資

源
の
管
理
」
と
し
た
こ
と
は

誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ

り
、
重
要
な
水
産
業
と
こ
れ

を
支
え
る
漁
村
の
健
全
な
発

展
の
た
め
に
、
有
益
な
情
報

交
換
の
場
に
な
る
も
の
と
確

信
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
農
林
水
産
食
品
部

の
呉
炳
錫
水
産
開
発
課
長
が

「
先
の
日
本
の
大
震
災
の
被

害
に
よ
り
、
日
本
の
太
平
洋

沿
岸
の
水
産
拠
点
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
に
、
同

じ
水
産
関
係
者
の
一
人
と
し

て
切
な
さ
を
禁
じ
え
な
か
っ

た
。
韓
国
と
日
本
は
地
政
学

的
に
似
て
い
る
水
産
業
の
与

件
を
持
っ
て
い
る
し
、
同
じ

水
産
資
源
を
共
同
で
利
用
す

る
な
ど
多
く
の
部
分
で
緊
密

で
友
好
的
な
協
力
を
な
し
て

き
た
。
今
回
の
被
害
も
韓
日

の
両
国
が
一
つ
に
な
っ
て
努

力
す
れ
ば
必
ず
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
水
産

業
の
基
盤
と
言
え
る
漁
村
漁

港
漁
場
に
関
す
る
民
間
団
体

間
の
長
年
の
交
流
は
両
国
水

産
業
の
発
展
の
た
め
に
も
非

常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考

え
る
。
韓
日
漁
港
漁
場
関
係
者
の

皆
さ
ん
！

水
産
業
は
い
ま
各
国
共
通

の
食
糧
安
保
と
緑
成
長
の
主

軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
水
産
業
は
海
を
経
営

す
る
膨
大
な
産
業
と
し
て
、

気
候
変
化
と
環
境
問
題
、
緑

成
長
な
ど
世
界
が
直
面
す
る

全
て
の
問
題
を
抱
い
て
い
る

と
同
時
に
そ
の
解
決
策
も
持

っ
て
い
る
、
危
機
と
同
時
に

挑
戦
と
い
う
も
ろ
刃
の
剣
の

よ
う
な
産
業
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
と
挑
戦

の
時
期
を
迎
え
て
両
国
間
に

も
っ
と
緊
密
で
多
様
な
交
流

を
通
じ
て
水
産
業
の
発
展
と

繁
栄
の
た
め
に
多
角
的
な
努

力
を
強
化
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
長
官
の
祝

辞
を
代
読
し
た
。

参
加
者
の
紹
介
の
後
、
安

煕
道
韓
国
海
洋
研
究
院
名
誉

研
究
委
員
を
座
長
に
、
両
国

そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
代
表
者
に

よ
る
各
２０
分
間
の
主
題
発
表

と
日
本
か
ら
の
事
例
発
表
を

行
い
、
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

発
表
は
、
次
の
と
お
り
。

【
主
題
発
表
】

「
漁
港
の
再
整
備
に
よ
る

水
産
資
源
の
管
理
方
案
」

韓
國
漁
村
漁
港
協
會
漁
港

本
部
長

�
哲
泯

「
海
洋
生
態
基
盤
シ
ス
テ
ム

構
築
の
基
本
方
向
に
関
す
る

検
討
」
釜
慶
大
学
校
海
洋
工
学
科

教
授

柳
�
魯

「
漁
場
整
備
を
用
い
た
水

産
資
源
の
管
理
～
瀬
戸
内
海

岡
山
県
白
石
島
の
海
洋
牧
場

に
お
け
る
事
例
～
」

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研

究
所
第
二
調
査
研
究
部
長

伊
藤
靖

「
水
産
資
源
の
管
理
の
た
め

の
藻
場
の
回
復
を
目
指
し

て
」

�
セ
ン
ク
２１
事
業
開

発
部
長

真
野
泰
人

【
事
例
発
表
】

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
漁
業
地
域
の
被
害

状
況
と
復
旧
・
復
興
に
つ
い

て
」水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
漁
港
漁
場
専
門
官

坪
田
幸
雄

技
術
交
流
会
議
終
了
後
、

参
加
者
は
、
バ
ス
で
朝
鮮
半

島
東
海
岸
に
位
置
す
る
浦
項

市
に
移
動
し
、
良
浦
漁
港
の

漁
村
漁
港
複
合
公
園
の
現
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

良
浦
漁
港
は
、
漁
村
漁
港

複
合
公
園
が
２
０
０
８
年
に

完
成
し
、
海
洋
文
化
、
海
洋

公
園
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
漁
村
・
漁
港
複
合
空
間
に

年
間
２０
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
、
都
市
住
民
と
漁
村
が
共

存
す
る
快
適
で
美
し
い
観
光

漁
港
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
交
流
会
議
に
先
立

ち
、
前
日
の
１４
日
に
は
釜
山

広
域
市
に
あ
る
「
国
際
水
産

物
卸
売
市
場
」
（
２
０
０
８

年
に
開
場
）
を
視
察
し
た
。

韓
国
第
一
の
水
産
都
市
で
あ

る
釜
山
を
国
際
水
産
物
物
流

貿
易
基
地
と
す
る
た
め
、
水

産
物
専
門
卸
売
市
場
を
開
場

し
、
今
後
は
隣
地
に
輸
出
加

工
先
進
化
団
地
の
造
成
を
進

め
て
い
る
。

視
察
後
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
国

際
会
議
が
行
わ
れ
た
「
ヌ
リ

マ
ル
」
で
沈
好
鎮
會
長
主
催

の
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。

【
第
１４
回
日
韓
漁
港
漁
場

技
術
交
流
会
議
参
加
者
】

（
日
本
側
）

田
中
潤
兒
（
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
）
、
坪
田
幸

雄
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
整
備
課
漁
港
漁
場
専
門

官
）
、
影
山
智
将
（
�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
理
事

長
）
、
伊
藤
靖
（
同
研
究
所

第
２
調
査
研
究
部
長
）
、
福

屋
正
嗣
（
�
セ
ン
ク
２１
代
表

取
締
役
社
長
）
、
真
野
泰
人

（
同
社
事
業
開
発
部
長
）
、

佐
治
信
雄
（
�
全
国
漁
港
漁

場
協
会
総
務
部
長
）

（
韓
国
側
）

沈
好
鎮
（
韓
國
漁
村
漁
港

協
會
會
長
）
、
呉
炳
錫
（
農

林
水
産
食
品
部
水
産
開
発
課

長
）
、
朴
星
宇
（
東
海
漁
業

管
理
團
團
長
）、
安
煕
道
（
韓

国
海
洋
研
究
院
名
誉
研
究
委

員
）
、
柳
�
魯
（
釜
慶
大
學

校
教
授
）
、
張
哲
豪
（
韓
國

漁
村
漁
港
協
會
専
務
理
事
）、

黄
哲
泯
（
同
協
會
本
部
長
）、

宋
良
鎬
（
釜
山
広
域
市
庁
水

産
政
策
課
長
）、
趙
東
吉
（
大

型
機
船
底
引
網
水
産
業
協
同

組
合
組
合
長
）

http : //www.gyokou.or.jp/

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

東
北
沿
岸
の
漁
場
や
漁
港
の

被
災
と
復
旧
」
と
題
し
て
、

日
本
水
産
工
学
会
主
催
に
よ

る
緊
急
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

平
成
２３
年
６
月
１７
日
午
後
１

時
よ
り
、
東
京
海
洋

大
学
の
楽
水
会
館
に

お
い
て
約
二
百
名
の

参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
浅
海
域
の
漁
場

や
漁
港
を
復
旧
・
復

興
す
る
際
の
技
術
提

案
を
目
指
し
て
、
今

実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
水
産
庁

に
よ
る
被
災
実
態
調
査
か
ら

の
最
新
情
報
の
報
告
、
養
殖

施
設
や
漁
場
・
漁
港
等
の
建

設
に
詳
し
い
民
間
企
業
の
専

門
家
に
よ
る
復
旧
・
復
興
の

た
め
の
具
体
的
方
法
の
提

案
、
総
合
討
論
を
通
じ
た
会

員
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
提

供
に
よ
り
、
具
体
的
な
対
策

技
術
の
構
築
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。ワ
ー
ク
シ
ッ
プ
は
、
次
の

３
項
目
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関

連
す
る
内
容
が
多
数
発
表
さ

れ
た
。

一
、
調
査
報
告
（
４
発
表
）、

二
、
技
術
提
案
（
５
発
表
）、

三
、
総
合
討
論
「
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
東
北
沿
岸
の
漁

場
や
漁
港
の
復
旧
・
復
興
を

目
指
し
て
」
（
話
題
提
供
２

題
）。発
表
は
担
当
者
よ
り
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
分

か
り
や
す
い
発
表
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対

す
る
質
問
に
つ
い
て
は
、
総

合
討
論
の
時
間
を
利
用
し
て

一
括
し
て
行
わ
れ
た
。

調
査
報
告
に
関
連
し
て
、

Ｒ
Ｏ
Ｖ
調
査
の
際
の
位
置
情

報
の
把
握
方
法
、
地
震
に
よ

る
基
準
点
の
ズ
レ
に
対
す
る

補
正
方
法
、
調
査
と
瓦
礫
撤

去
の
連
携
、
既
設
の
魚
礁
の

状
況
等
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
担
当
者
よ
り
回
答
が
行

わ
れ
た
。

技
術
提
案
に
つ
い
て
は
、

瓦
礫
の
処
分
の
際
の
法
律

（
海
洋
汚
濁
防
止
法
）
の
取

り
扱
い
、
藻
場
に
つ
い
て
自

然
回
復
し
た
場
合
と
人
工
基

盤
を
投
入
し
た
場
合
の
回
復

の
違
い
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者

よ
り
回
答
が
行
わ
れ
た
。

学
会
と
し
て
は
被
害
が
広

範
囲
に
亘
る
こ
と
か
ら
、
被

災
状
況
の
あ
る
程
度
の
類
型

化
を
念
頭
に
水
深
別
な
ど
の

要
素
に
よ
っ
て
漁
場
や
漁
港

の
復
旧
・
復
興
へ
の
対
応
策

を
纏
め
て
行
き
た
い
と
の
方

向
性
が
示
さ
れ
、
緊
急
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
終
了
し
た
。

◎
発
表
項
目
及
び
発
表
者

（
敬
称
略
）

一
、
調
査
報
告

�
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

水
産
業
へ
の
影
響
と
今
後
の

対
応：

水
産
庁
計
画
課

伊
藤
敏
朗

�
漁
港
地
域
の
被
災
の
実

態
及
び
過
去
の
取
り
組
み
等

を
踏
ま
え
た
一
考
察：

�

漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所

中
村
隆

	
漁
港
施
設
及
び
関
連
施

設
の
被
災
状
況
の
報
告：

水
産
工
学
研
究
所

浅
川
典

敬


山
田
湾
に
お
け
る
水
中

瓦
礫
の
実
態
と
簡
便
な
調
査

方
法：

水
産
工
学
研
究
所

桑
原
久
実

二
、
技
術
提
案

�
簡
易
Ｒ
Ｏ
Ｖ
を
用
い
た

漁
業
者
に
よ
る
浅
海
部
の
被

害
状
況
調
査
（
法
）
の
提

案：

日
本
技
術
士
会
水
産

部
会
・
フ
ィ
ス
コ

関
根
幹

男

�
海
中
の
瓦
礫
撤
去
の
方

法
に
つ
い
て：

深
田
サ
ル

ベ
ー
ジ
建
設
�

服
部
洋
明

	
養
殖
漁
場
復
旧
の
提
案

「
係
留
の
観
点
か
ら
」：

東
京

製
綱
繊
維
ロ
ー
プ
�

市
川

正
和

分
別
し
た
瓦
礫
の
利
用

と
留
意
点：

青
木
あ
す
な

ろ
建
設
�

江
島
泰

�
瓦
礫
を
利
用
し
た
袋
型

根
固
工
等
に
つ
い
て：

不

動
テ
ト
ラ
�

保
坂
三
美

三
、
総
合
討
論
（
座
長：

日
本
水
産
工
学
会
副
会
長
・

福
井
県
立
大
学

大
竹
臣

哉
）�
気
仙
沼
に
お
け
る
調

査：

ア
ー
ク
ジ
オ
サ
ポ
ー

ト

小
澤
守

�
瓦
礫
の
処
理：

全
日

本
漁
港
建
設
協
会

長
野
章

平成２３年７月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会
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電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円
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日
韓
漁
港
漁
場
技
術
交
流
会
議

釜山で

「
漁
港
漁
場
の
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
管
理
」が
テ
ー
マ

挨拶する沈會長

交流会議の様子

漁 港 漁 場 月 報

日
本
水
産
工
学
会
緊
急
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
６

月
２１
日
午
前
８
時
か
ら
自
民

党
本
部
で
臨
時
総
会
を
開

き
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

水
産
業
へ
の
影
響
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
水
産
庁
の

説
明
を
聴
取
す
る
と
と
も
に

検
討
を
行
っ
た
。

水
産
、
漁
港
漁
場
関
係
団

体
の
関
係
者
が
傍
聴
す
る

中
、
北
村
誠
吾
事
務
局
長
の

司
会
で
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。冒
頭
、
衛
藤
会
長
が
「
３

月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
発

生
以
来
１
０
０
日
以
上
た
っ

た
わ
け
だ
が
、
連
日
テ
レ
ビ
、

新
聞
の
報
道
等
に
接
す
る
た

び
に
心
が
痛
む
。
こ
の
大
震

災
に
被
災
さ
れ
た
方
、
特
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し

ま
し
て
お
見
舞
い
、
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
る
。

こ
の
地
域
は
我
が
国
の
水

産
に
と
っ
て
の
メ
ッ
カ
、
か

け
が
え
の
な
い
地
域
で
あ

り
、
一
刻
も
早
い
復
旧
、
復

興
そ
し
て
水
産
新
生
が
図
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

本
日
は
、
水

産
庁
か
ら
東
日

本
大
震
災
に
よ

る
水
産
被
害
の

状
況
な
ど
と
と

も
に
大
震
災
関

係
の
第
１
次
補

正
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
説
明

を
頂
き
、
そ
の

後
先
生
方
の
意

見
を

い

た

だ

く
。議
連
と
し
て

は
、
今
後
の
２
次
補
正
及
び

こ
れ
か
ら
想
定
さ
れ
る
東

海
、
東
南
海
地
震
な
ど
に
対

す
る
我
が
国
の
防
災
あ
る
い

は
水
産
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

水
産
業
の
復
興
に
当
た

り
、
漁
港
の
集
約
や
復
旧
・

復
興
す
る
漁
港
の
選
択
を
行

う
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
る

が
、
地
元
の
関
係
者
の
意
見

と
い
う
も
の
を
十
分
に
聞

き
、
各
漁
港
の
果
た
す
役
割

に
十
分
に
配
慮
し
て
、
漁
業

者
が
将
来
に
夢
を
持
て
る
漁

港
・
漁
村
の
復
旧
・
復
興
を

図
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
」

と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
水
産
業
へ
の
影
響
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
の
説
明

に
移
り
、
先
ず
橋
本
牧
漁
港

漁
場
整
備
部
長
が
、
被
害
状

況
と
第
１
次
補
正
予
算
の
概

要
、
被
災
し
た
漁
港
関
係
施

設
の
災
害
復
旧
工
事
の
実
施

状
況
等
に
つ
い
て
説
明
。
続

い
て
、
長
谷
成
人
沿
岸
沖
合

課
長
が
「
共
同
利
用
漁
船
等

復
旧
支
援
対
策
事
業
」
に
つ

い
て
、
大
角
亨
水
産
経
営
課

長
が
「
漁
業
者
・
漁
協
等
へ

の
無
利
子
・
無
担
保
・
無
保

証
人
融
資
の
推
進
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

説
明
の
後
意
見
交
換
を
行

い
、
出
席
議
員
か
ら
「
漁
港

の
復
旧
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
説
明
が
欲
し
い
」
「
船
が

無
い
か
ら
出
漁
が
出
来
な
い

と
い
う
現
状
で
、
漁
船
に
対

し
て
の
国
庫
補
助
率
が
３
分

の
１
は
少
な
い
」
「
小
さ
な

漁
港
が
不
効
率
か
？

養
殖

等
の
共
同
利
用
施
設
等
が
あ

り
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
」

「
冷
蔵
庫
等
の
水
産
加
工
施

設
に
対
し
て
の
補
助
は
残
存

価
格
ベ
ー
ス
で
実
態
に
合
っ

て
い
な
い
。
再
建
価
格
ベ
ー

ス
で
考
え
て
欲
し
い
」
「
原

発
の
汚
染
水
で
漁
場
が
汚
染

さ
れ
る
問
題
に
も
っ
と
注
目

し
な
い
と
い
け
な
い
」
「
汚

染
水
が
あ
ふ
れ
る
可
能
性
に

つ
い
て
も
っ
と
問
題
視
す
べ

き
。
地
下
ダ
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
農
水
省
に
あ
る
」
「
日
に

２
０
０
ト
ン
は
地
下
に
漏
れ

て
い
る
。
海
に
流
れ
て
い
る

可
能
性
が
た
か
い
」
「
水
産

と
漁
港
が
果
た
す
多
面
的
機

能
に
注
目
す
べ
き
。
復
興
会

議
で
は
産
業
政
策
一
辺
倒
で

議
論
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
地
域
政
策
と
し
て

の
観
点
か
ら
計
画
が
進
め
ら

れ
る
べ
き
」
「
漁
協
は
水
産

物
の
水
揚
げ
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
経
営
が
成
り
立
っ
て
お

り
、
現
在
は
収
入
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
漁
協
自
体
の
今

後
の
役
割
は
大
き
い
。
漁
協

の
経
営
維
持
・
支
援
が
必
要
」

と
い
っ
た
懸
念
や
意
見
が
出

さ
れ
た
。

最
後
に
衛
藤
会
長
が
「
３

・
１１
を
契
機
に
水
産
庁
は

「
守
り
」
か
ら
「
攻
め
」
に

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｂ
／
Ｃ
の
物
差
し
だ
け

で
な
く
、
生
業
と
し
て
の
漁

業
、
地
域
政
策
と
し
て
の
漁

業
を
考
え
る
べ
き
。
原
発
問

題
に
対
し
て
、
水
産
庁
の
存

在
感
が
希
薄
。
海
へ
の
影
響

を
も
っ
と
重
視
し
、
水
産
庁

は
も
の
を
言
う
べ
き
。
財
源

問
題
の
議
論
が
足
り
な
い
。

議
連
と
し
て
現
地
に
入
り
た

い
。
現
地
に
入
り
、
第
２
次

補
正
予
算
や
２４
年
度
予
算
に

つ
い
て
協
議
し
た
い
」
と
締

め
く
く
り
閉
会
し
た
。

総
会
に
は
衛
藤
会
長
、
北

村
事
務
局
長
の
ほ
か
、
赤
澤

亮
正
、
小
野
寺
五
典
、
河
村

建
夫
、
北
村
茂
男
、
竹
下
亘
、

谷
公
一
、
福
井
照
、
宮
腰
光

寛
、
吉
野
正
芳
の
１１
名
の
衆

議
院
議
員
、
礒
崎
陽
輔
、
岸

信
夫
、
野
村
哲
郎
、
青
木
一

彦
、
石
井
準
一
の
５
名
の
参

議
院
議
員
が
出
席
し
、
２１
名

の
代
理
出
席
が
あ
っ
た
。

富
山
市
水
橋

（
み
ず
は
し
）
地

内
で
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
水
橋

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
が
完
成
し
、
富

山
市
（
森
雅
志
市

長
・
富
山
県
漁
港

漁
場
協
会
理
事
）

は
７
月
４
日
現
地

で
開
港
式
を
挙
行

し
た
。
こ
の
水
橋
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
は
、
平
成
６

年
に
「
ふ
れ
あ
い
漁
港
漁
村

整
備
計
画
」の
認
定
を
受
け
、

河
川
と
分
離
し
た
漁
港
と
、

漁
港
西
側
の
不
法
係
留
艇
な

ど
を
収
容
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
と
を
併
設
す
る
こ
と

で
漁
業
と
地
域
の
振
興
、
海

洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
１３

年
度
か
ら
２２
年
度
に
か
け
て

総
事
業
費
２５
億
円
で
完
成
し

た
も
の
で
、
水
上
８０
隻
、
陸

上
７０
隻
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
が
収
容
で
き
、
管
理
棟
、

駐
車
場
・
多
目
的
広
場
や
、

釣
り
や
散
策
が
で
き
る
親
水

防
波
堤
な
ど
を
備
え
て
い

る
。当
日
は
、
宇
賀
神
義
宣
水

産
庁
計
画
課
長
、
田
中
潤
兒

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
、

富
山
県
農
林
水
産
部
長
ほ
か

地
元
選
出
国
会
議
員
、
地
元

議
員
を
は
じ
め
地
元
町
内

会
、
保
育
園
児
を
含
め
て
関

係
者
約
１
０
０
名
が
開
港
を

祝
っ
た
。

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
金
原
久
雄
蒲
郡
市

長
）
は
、
７
月
８
日
午
前
１１

時
か
ら
名
古
屋
市
の
「
ア
イ

リ
ス
愛
知
」
で
第
１０
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。
金
原
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
田
中
潤

兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

金
原
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２２
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
及
び
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
等
の
各
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
の
退
任
に
伴

う
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
副

会
長
に
片
岡
憲
彦
常
滑
市
長

（
会
長
代
行
）
と
榊
原
康
生

西
尾
市
長
が
、
監
事
に
鈴
木

惣
和
日
間
賀
島
漁
協
組
合
長

が
選
任
さ
れ
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
７
月
８
日
、
和
歌

山
市
の
「
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の

国
」
に
お
い
て
、
第
６４
年
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
望

月
良
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
田
中
潤
兒
�
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
代
理
・

鹿
田
正
一
理
事
）
及
び
津
村

賢
介
和
歌
山
県
県
土
整
備
部

港
湾
空
港
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
た
。

望
月
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２２
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

平
成
２３
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
を
事
務
局
提
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
が
行
わ
れ
望
月
会

長
以
下
全
員
が
再
任
さ
れ

た
。議
事
終
了
後
、
愛
須
健
司

港
湾
空
港
局
漁
港
整
備
室
長

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
状

況
及
び
平
成
２３
年
度
漁
港
漁

場
整
備
事
業
の
概
要
説
明
が

な
さ
れ
た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
野
村
興
兒
萩
市
長
）

は
、
７
月
７
日
午
後
１
時
か

ら
山
口
市
の
「
防
長
苑
」
に

お
い
て
平
成
２３
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
野
村
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
藤
井
克
彦
山
口

県
農
林
水
産
部
理
事
、
田
中

潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

会
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ

た
。野
村
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２２
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
及
び
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
等
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
野

村
会
長
、
椎
木
巧
副
会
長
（
周

防
大
島
町
長
）が
再
選
さ
れ
、

新
た
に
木
村
健
太
郎
周
南
市

長
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
藤
井
克
彦
県
農

林
水
産
部
理
事
の
顧
問
就
任

が
了
承
さ
れ
た
。

香
川
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
岡
田
好
平
土
庄
町
長
）
は
、

６
月
２８
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
高
松
市
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
に
お
い

て
、
第
６３
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
、
大
畑
善
彦

香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課

副
課
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

高
橋
英
理
唐
櫃
漁
協
代
表

理
事
組
合
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２２
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
を
原
案
ど
お
り
承
認
し

た
。宮

崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
日
高
昭
彦
川
南
町

長
）
は
、
６
月
３０
日
午
後
１

時
３０
分
か
ら
宮
崎
市
の
「
宮

崎
観
光
ホ
テ
ル
」
で
第
６２
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

日
高
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
、

外
山
三
博
宮
崎
県
議
会
議

長
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
が
来
賓
祝
辞

を
呈
し
、
田
口
雄
二
県
議
会

環
境
農
林
水
産
常
任
委
員
長

を
は
じ
め
、
漁
協
系
統
団
体

及
び
県
庁
関
係
者
な
ど
の
来

賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

日
高
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２２
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
等
の
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
隈
本
喜
八
郎

理
事
（
串
間
市
漁
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
）
に
、

田
中
会
長
よ
り
２３
年
度
漁
港

漁
場
功
績
者
と
し
て
�
全
国

漁
港
漁
場
協
会
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
日
高
会
長
よ
り
宮

崎
県
漁
港
漁
場
協
会
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

６
月
３
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会

長
は
愛
媛
県
へ
出
張

６
月
６
日
（
月
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務

局
長
山
本
貞
夫
氏

６
月
９
日
（
木
）

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局

漁
港
漁
村
課
長
三
浦
孝
利
氏
、

同
課
主
幹
苫
米
地
庄
吾

６
月
１０
日
（
金
）

富
山
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務

局
長
山
本
利
夫
氏

６
月
１４
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会

長
、
佐
治
総
務
部
長
は
韓
国
へ

出
張６
月
２０
日
（
月
）

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務

局
長
森
下
照
美
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会
理
事
（
国

連
大
学
高
等
研
究
所
い
し
か
わ

・
か
な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
所
長
）
あ
ん
・

ま
く
ど
な
る
ど
氏

６
月
２２
日
（
水
）

島
根
県
漁
港
漁
場
協
会
（
前
）

事
務
局
長
永
田
敦
夫
氏
、
同
協

会
事
務
局
長
（
新
任
）
藤
原
博

志
氏６
月
２８
日
（
火
）

高
知
県
漁
業
協
同
組
合
宇
佐

統
括
支
所
統
括
支
所
長
上
野
浩

功
氏
、
同
支
所
販
売
課
長
井
本

和
年
氏
全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会

長
は
香
川
県
へ
出
張

６
月
３０
日
（
木
）

青
森
県
東
青
地
方
漁
港
漁
場

整
備
事
務
所
長
外
城
勉
氏
、
三

八
地
方
漁
港
漁
場
整
備
事
務
所

長
葛
西
幸
一
氏
、
下
北
地
方
漁

港
漁
場
整
備
事
務
所
長
須
郷
豊

氏
、
西
北
地
方
漁
港
漁
場
整
備

事
務
所
長
佐
々
木
壽
晃
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会

長
は
宮
崎
県
へ
出
張

防
災
漁
村
課
長
補
佐
・
海

岸
班
担
当
（
整
備
課
長
補
佐

・
設
計
班
担
当
）
森
健
二
▽

整
備
課
長
補
佐
・
設
計
班
担

当
（
整
備
課
漁
港
漁
場
専
門

官
）
三
上
信
雄
▽
整
備
課
付

（
東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ

ン
タ
ー
派
遣
）
佐
藤
昭
人

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

（
坂
井
淳
会
長
）
は
、
６
月

１７
日
午
後
４
時
か
ら
コ
ー
プ

ビ
ル
に
お
い
て
第
２７
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

坂
井
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
橋
本
牧
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
、
中
村
隆
�

漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所

調
査
第
一
研
究
部
長
よ
り
来

賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
日
鉄
ト
ピ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
�
の
山
本
邦
弘
氏
を
議

長
に
議
案
を
審
議
し
、
全
て

原
案
通
り
議
決
。
役
員
改
選

で
は
全
員
再
任
と
な
っ
た
。

総
会
後
、
海
の
幸
に
感
謝

す
る
会
会
長
島
一
雄
氏
（
元

水
産
庁
次
長
）
に
よ
る
「
世

界
・
日
本
の
水
産
を
考
え
る
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

漁
村
水
環
境
研
究
会
と
の

共
催
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
大
震
災
等
の
関
係

か
ら
懇
親
会
が
自
粛
さ
れ
た

の
で
、
漁
港
漁
場
関
係
団
体

総
会
後
の
唯
一
の
懇
親
会
と

な
っ
た
。

漁
村
水
環
境
研
究
会
は
、

６
月
１７
日
午
後
４
時
よ
り
コ

ー
プ
ビ
ル
で
第
２１
期
総
会
を

開
催
し
た
。
山
田
康
夫
会
長

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
の
橋
本

部
長
、
本
田
防
災
漁
村
課
長

及
び
影
山
�
漁
港
漁
場
漁
村

技
術
研
究
所
理
事
長
の
来
賓

挨
拶
が
あ
っ
た
。

平
成
２２
年
度
決
算
及
び
平

成
２３
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案
及
び
役
員
改
選
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
承
認
。
前

年
度
に
引
続
き
�
漁
港
漁
場

漁
村
技
術
研
究
所
と
共
同
で

実
施
し
て
い
る
施
設
の
老
朽

化
診
断
や
硫
化
発
生
等
の
対

策
に
つ
い
て
の
活
動
も
了
承

さ
れ
た
。

山
田
会
長
は
「
当
研
究
会

も
２０
年
の
歴
史
を
超
え
、
今

後
の
在
り
方
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
組
織
運
営
に
つ

い
て
言
及
し
た
が
、
「
私
共

の
使
命
を
終
え
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
」
と
も
言
明
。
さ

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
排
除
せ

ず
に
組
織
の
在
り
方
を
模
索

す
る
方
針
を
示
し
た
。
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東東日日本本大大震震災災のの対対応応協協議議

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会
が
総
会

漁港漁場漁村整備促進議員連盟

漁
村
水
環
境
研
究
会
が
総
会

各
県
総
会

漁 港 漁 場 月 報

香
川
県
漁
港
協
会

挨拶する衛藤会長

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

水
産
庁
人
事
異
動

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
７
月
１
日
付
）

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

水
橋
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
開
港

海
に
活
気

自
６
月
１
日

開港を祝う出席者

漁漁

港港

往往

来来

至
６
月
３０
日
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